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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 1,069 △31.1 0 △99.7 △71 － △48 －

28年３月期第１四半期 1,550 － 298 － 310 － 254 －
(注) 包括利益 29年３月期第１四半期 △52百万円( －％) 28年３月期第１四半期 255百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 △10.56 －

28年３月期第１四半期 76.01 74.91
　

（注）１．平成27年３月期第１四半期においては、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成28年３月期第１四半期の対前年

同四半期増減率を記載しておりません。

（注）２．当社は、平成27年６月24日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、平成28年３月期第１四半期連結累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から平成28年３月期第１四半期連結会計期間末までの平均株

価を期中平均株価とみなして算定しております。

（注）３．平成29年３月期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 11,937 7,039 59.0

28年３月期 10,225 5,071 49.6
(参考) 自己資本 29年３月期第１四半期 7,039百万円 28年３月期 5,071百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

29年３月期 －

29年３月期(予想) 0.00 － 10.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,200 △34.2 △150 － △255 － △220 － △47.44

通期 7,300 6.8 460 △67.9 300 △79.2 140 △88.5 30.07
(注)１． 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ─社（社名） ─ 、除外 ─社（社名） ─
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積
りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 4,673,900株 28年３月期 4,195,900株

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ －株 28年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 4,599,768株 28年３月期１Ｑ 3,345,747株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の
開示時点においては、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、潤沢な手元資金を背景に設備投資は底堅く推移し、雇用環境

も良好な状態が継続しましたが、個人消費の低迷や中国を始めとする新興国経済の伸び悩みに加え、英国のＥＵ離

脱問題等による世界経済における減速懸念、さらには円高基調の強まりにより国内景気の先行きは従前よりも不透

明感が増すこととなりました。

このような状況下、当社グループは、主力事業である電子材料スライス周辺事業において、主要顧客との間にお

ける販売単価の交渉過程で生じた取引量の減少に伴い、前年同期に比べ売上高が大幅に減少することとなりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,069百万円（前年同期比31.1％減）、営業利益は0

百万円（前年同期比99.7％減）、経常損失は71百万円（前年同期は310百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は48百万円（前年同期は254百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　

① 電子材料スライス周辺事業

電子材料スライス周辺事業においては、顧客分散に向けた営業活動の強化により顧客数は増加しておりますが、

前述のとおり、主要顧客との間で生じた取引量の減少をカバーするまでには至りませんでした。

これらの結果、売上高は630百万円（前年同期比36.4％減）、セグメント利益は17百万円（前年同期比93.4％

減）となりました。

　

② 特殊精密機器事業

特殊精密機器事業においては、実装機向けノズル、工作機械向け耐摩工具ともに堅調な出荷状況にあり、また、

継続的な原価低減にも努めてまいりました。

これらの結果、売上高は165百万円（前年同期比4.3％減）、セグメント利益は2百万円（前年同期は1百万円の

セグメント損失）となりました。

　

③ 化学繊維用紡糸ノズル事業

化学繊維用紡糸ノズル事業においては、国内外ともに各種ノズルの受注進捗に遅れが見られ、売上・利益面と

もに低調に推移しました。

これらの結果、売上高は273百万円（前年同期比29.3％減）、セグメント利益は22百万円（前年同期比41.9％

減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産

現金及び預金の増加732百万円、有形固定資産の増加475百万円、商品及び製品の増加451百万円等により、総資

産は前連結会計年度末に比べ1,711百万円増加し11,937百万円となりました。

② 負債

長期借入金の減少199百万円、１年内返済予定の長期借入金の減少24百万円、未払法人税等の減少141百万円、

賞与引当金の減少62百万円、流動負債その他の増加204百万円により、負債は前連結会計年度末に比べ255百万円

減少し4,897百万円となりました。

③ 純資産

資本金の増加1,030百万円、資本剰余金の増加1,030百万円、利益剰余金の減少90百万円により、純資産は前連

結会計年度末に比べ1,967百万円増加し7,039百万円となりました。

この結果、自己資本比率は59.0％（前連結会計年度末は49.6％）となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月13日に公表した業績予想を修正しております。詳細につきましては、本

日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却費方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益は256千円増加しており、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ同額減少しております。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,799,807 3,532,266

受取手形及び売掛金 744,340 727,307

商品及び製品 239,474 691,026

仕掛品 227,593 259,811

原材料及び貯蔵品 382,697 515,013

その他 483,085 407,887

流動資産合計 4,876,997 6,133,312

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,636,693 1,642,985

機械装置及び運搬具（純額） 1,497,049 1,517,398

土地 1,204,139 1,204,139

その他（純額） 350,626 799,445

有形固定資産合計 4,688,510 5,163,969

無形固定資産 100,154 98,760

投資その他の資産 559,851 541,066

固定資産合計 5,348,516 5,803,796

資産合計 10,225,514 11,937,108
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 337,716 345,106

短期借入金 625,000 625,000

1年内返済予定の長期借入金 861,484 837,422

未払法人税等 146,563 4,697

賞与引当金 98,809 36,070

役員賞与引当金 10,000 －

受注損失引当金 1,571 1,646

その他 354,606 558,710

流動負債合計 2,435,752 2,408,654

固定負債

長期借入金 2,104,002 1,904,008

役員退職慰労引当金 160,859 139,869

退職給付に係る負債 197,274 202,874

その他 255,649 242,493

固定負債合計 2,717,785 2,489,245

負債合計 5,153,537 4,897,900

純資産の部

株主資本

資本金 2,005,122 3,035,858

資本剰余金 703,247 1,733,983

利益剰余金 2,347,787 2,257,271

株主資本合計 5,056,157 7,027,113

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △159 △1,827

繰延ヘッジ損益 1,090 1,339

為替換算調整勘定 14,888 12,582

その他の包括利益累計額合計 15,819 12,094

純資産合計 5,071,977 7,039,207

負債純資産合計 10,225,514 11,937,108
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 1,550,869 1,069,159

売上原価 949,032 713,247

売上総利益 601,836 355,911

販売費及び一般管理費 303,676 355,082

営業利益 298,160 829

営業外収益

受取利息 17 44

受取配当金 32 44

助成金収入 16,923 35

持分法による投資利益 11,894 －

業務受託料 8,460 8,460

受取賃貸料 9,840 9,840

その他 20,044 5,213

営業外収益合計 67,211 23,636

営業外費用

支払利息 12,411 9,760

持分法による投資損失 － 22,527

為替差損 － 34,103

業務受託原価 7,786 7,786

賃貸収入原価 7,037 6,482

株式交付費 16,013 13,354

株式公開費用 8,433 －

その他 3,649 1,500

営業外費用合計 55,331 95,514

経常利益又は経常損失（△） 310,039 △71,048

特別利益

固定資産売却益 656 0

特別利益合計 656 0

特別損失

固定資産売却損 6,014 4

固定資産除却損 1,927 30

特別損失合計 7,942 34

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

302,754 △71,083

法人税、住民税及び事業税 16,198 1,283

法人税等調整額 32,253 △23,810

法人税等合計 48,451 △22,526

四半期純利益又は四半期純損失（△） 254,302 △48,556

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

254,302 △48,556
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 254,302 △48,556

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 260 △1,668

繰延ヘッジ損益 757 248

為替換算調整勘定 21 △2,305

その他の包括利益合計 1,038 △3,724

四半期包括利益 255,340 △52,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 255,340 △52,281

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年４月12日を払込期日とする有償一般募集による増資により、発行済株式数が400,000株増加し、

資本金及び資本準備金がそれぞれ889,770千円増加しております。また、平成28年４月26日を払込期日とするオーバ

ーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増資により、発行済株式数が60,000株増加し、資

本金及び資本準備金がそれぞれ133,465千円増加しております。さらに、新株予約権の行使により18,000株増加し、

資本金及び資本準備金がそれぞれ7,500千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金は3,035,858千円、資本剰余金は1,733,983千円となっ

ております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

電子材料
スライス
周辺事業

特殊精密
機器事業

化学繊維用
紡糸ノズル

事業
その他 計

売上高

外部顧客への売上高 991,573 172,410 386,885 － 1,550,869 － 1,550,869

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 1,952 － － 1,952 △1,952 －

計 991,573 174,363 386,885 － 1,552,822 △1,952 1,550,869

セグメント利益又は損失(△) 259,091 △1,852 37,920 － 295,160 3,000 298,160

(注) セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引の消去によるものであり、これはグループ間の売上取引及び

業務委託取引の消去によるものであります。

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額

電子材料
スライス
周辺事業

特殊精密
機器事業

化学繊維用
紡糸ノズル

事業

その他
(注)２

計

売上高

外部顧客への売上高 630,715 165,012 273,431 － 1,069,159 － 1,069,159

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 1,410 － － 1,410 △1,410 －

計 630,715 166,422 273,431 － 1,070,569 △1,410 1,069,159

セグメント利益又は損失(△) 17,097 2,395 22,045 △43,910 △2,371 3,200 829

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引の消去によるものであり、これはグループ間の売上取引及

び業務委託取引の消去によるものであります。

２ その他のセグメント利益又は損失の主なものは、前期に新設した新規事業開発室における研究開発費38,076

千円であります。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメント区分の変更）

当第１四半期連結会計期間より、当社グループ内の事業管理区分の変更に伴い、従来「特殊精密機器事業」に含

めておりました上海那科夢楽商貿有限公司の事業を「電子材料スライス周辺事業」に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを

開示しております。

　

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更して

おります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「電子材料スライス周辺事業」のセグメン

ト利益が209千円増加し、「化学繊維用紡糸ノズル事業」のセグメント利益が8千円増加し、「その他」のセグメン

ト利益が38千円増加しております。
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